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●廃棄物処分場が有機フッ素化合物
（PFCs）の汚染源の一つと考えられている

●処分場内でPFCsがどのような挙動を示
すかといった知見はまだ少ない

本調査では、海面埋立処分場を対象とし、
処分場内の底質、保有水、内水及び処理
施設の活性炭処理水の同日サンプリング
試料の測定を行った。
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分 析 方 法

水試料

サロゲート添加
ギ酸添加

10mL

固相抽出 溶出

Presep-PFCⅡ
10mL/min

濃縮 LC/MS/MS
0.1%アンモニア
/メタノール

窒素パージ
1mL

超音波抽出底質試料

1g

遠心分離
メタノール
10min

濃縮 希釈
3,000rpm
10min

窒素パージ
約2mL

精製水100mL
ギ酸添加

3回サロゲート添加
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－分析対象化合物－



結 果

PFCs割合（%）

●長鎖(C10以上)のPFCAsは処分場内に留まる傾向にある

●処分場内水のPFCs濃度は、場所・深度に関係なくほぼ一定であった

●活性炭処理において、PFOAの除去効果を確認した
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